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財
源
内
訳

国県支出金

人

人

正職員 11.70 人

一般財源 113,718 55,916 0

5.90

方向性の
説明

平成30年度の福井国体に向け、機運醸成を図った事業を展開し、大会の成功と、事業効果
の拡充を図る。

その他特定財源

短期的な方向性
拡充

中長期的な方向性

人員計 14.70 人 7.90 人 0.00 人 目標年度 平成30年度 目標年度

臨時職員 3.00 人 2.00 人

人

総事業費 113,718 55,916 0

コ
ス
ト

事業費 27,490 9,869

人件費 86,228 46,047

人
員

（単位：千円）
これまでの見
直しや改善等

の実績

先に行われた開催市町の動員状況では、坂井市の動員可能な職員の約６５％が1日に国体会場に
動員されると予想されることから、大会運営に支障が起きない程度に効率化を図り、動員の削減
を検討した。
　盛り上がりについては、現状が1巡目国体より関心度が低い状況であることを受け入れたうえ
で、出来るだけ情報発信の機会を増やして、身近に感じる「はぴりゅう」の派遣事業を行った。

平成28年度 平成27年度 平成26年度

実
施
手
段
・

方
法
等

　目的の達成に向け、広いご意見、お知恵を求めるために実行委員会を設置し、い
ろいろな分野に分かれて企画・立案していく。
　福井国体開催の前年には、実行委員会で企画した内容をプレ大会で検証すること
で、本大会の成功と事業目的の効果を高める。
　また、ボランティアやイベントの参加など広く市民に呼びかける事で市民総参加
の福井国体を創造する。

現状と課題

効率性に課題 有効性に課題

0.00

指標の説明

目
的
・
趣
旨

　2018福井しあわせ元気国体・大会では、坂井市の元気と力を集結し、「笑顔」
と「おもてなしの心」を持って成功を目指すとともに、市民総参加によるスポー
ツ、市民運動への関心度を高め、より一層の普及、発展をはかる。また、来訪する
選手監督をはじめ様々な方々に恵まれた坂井市の自然、歴史、文化をアピールする
ことで「輝く未来へ・・・みんなで創る希望の都市」の実現を目指す。

指標に基づく評価

順調に準備事業が執行はされている。ただし、1巡目国体より盛り上がりに欠
けるなどの評価は否めない。

　平成29年に開催する福井国体プレ大会、平成30年の本大会にむけ、先に行われた
開催市町の動員状況の例によると、会場運営のリーダーとなる市職員の動員が300人
を超える事から、通常の窓口業務などの影響を最小限に抑える事が課題と考える。
　また、盛り上がりに欠けるなどの批評を払拭することも課題と考える。

実績

達成率(%) 0.00

目標

0.00 0.00

総合
戦略

政策パッケージ 　 　

根拠法令 有 スポーツ振興法、国民体育大会開催基準要項 指標の説明

根拠例規 無 指標

関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 無

目標

実績

指標

施策

0.00 0.00

基本計画 7-5 生涯スポーツの振興 国体推進課 指標の説明 本大会までの目標900人に対してプレ大会まで目標300人

事業区分 自治事務（義務的なもの） 事業種別 ソフト事業 達成率(%) 0.00 0.00 0.00 0.00

総合
計画

基本構想 7 生涯を通じて学び・育つまちづくり 所管
部局

教育委員会事務局
成
果

実績 500

達成率(%) 166.67

指標
市民総参加事業でもあるボラン
ティア募集の登録数

人数
目標 300

0.00

0.3

0.00 0.00

準備進捗率
目標 0.3 0.3

平成26年度 平成25年

大事業 151 国体推進事業
指標 2018年に行われる福井しあわ

せ元気国体・大会の成功を目指
して準備事業の進捗状況

保健体育費 目 01 保健体育総務費 評価指標 単位

中事業 01 国体推進事業
達成率(%) 100.00 100.00

指標の説明 計画から実施までを１として、どの程度までの進捗状況

実績 0.3

平成28年度　事務事業評価シート
＜事業の名称等＞

予算 款 10 教育費 項 06 年度 平成28年度 平成27年度



４．事業の成果

1.事業の位置付け

2.事業の目的・概要

５．事業に対する評価

3.事業のコスト

６．今後の方向性

財
源
内
訳

国県支出金

1.20 人

0.00 人

正職員 0.40 人

10,196 11,059 11,974

一般財源 5,336 19,017 14,043

1.10

方向性の
説明

現在、施設の管理と関係課との連絡調整を国体推進課が行っているが、中長期的な方向性
としては、施設の事業内容を鑑みて効率よく効果的に運用するために管理主体の改善が必
要である。

その他特定財源

短期的な方向性
継続

中長期的な方向性
改善（見直し）

人員計 0.40 人 1.10 人 平成31年度1.20 人 目標年度 平成30年度 目標年度

臨時職員 0.00 人 0.00 人

人

総事業費 15,532 30,076 26,017

コ
ス
ト

事業費 12,847 22,256 21,637

人件費 2,685 7,820 4,380

人
員

（単位：千円）
これまでの見
直しや改善等

の実績

先に行われた開催市町の動員状況では、坂井市の動員可能な職員の約６５％が1日に国体会場に
動員されると予想されることから、大会運営に支障が起きない程度に効率化を図り、動員の削減
を検討した。
　盛り上がりについては、現状が1巡目国体より関心度が低い状況であることを受け入れたうえ
で、出来るだけ情報発信の機会を増やして、身近に感じる「はぴりゅう」の派遣事業を行った。

平成28年度 平成27年度 平成26年度

実
施
手
段
・

方
法
等

安全安心な施設管理として、定期的な施設の点検と施設の美化に努めた維持管理を
行う。
①定期的な自主点検及び法定点検の受診による指摘事項の改善に努める。
②施設を清潔に保ち、周辺の美化に努める。
③関係所属課と連携を図り、効率良く効果的な維持管理運営に努める。 現状と課題

有効性に課題 効率性に課題

0.00

指標の説明

目
的
・
趣
旨

当施設を利用する乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の健康で明るい生活を支援す
る施設として、安全な施設の維持管理と安心して利用できる環境づくりを目的とす
る。 指標に基づく評価

平成２８年度の改修工事により、高齢福祉施設、保健センター、子育て支援セ
ンターの融合施設となり、平成２９年４月１日オープンとなっているため平成
２９年度から指標を新たに設定する。（2５,000人の予定）

現在、国体推進課が施設の管理人として建物と付随する設備、共有部所の管理を行っ
ている。各関係課は担当する部屋の事業運営を行う事になるが、トイレやロビーなど
共有部所・部屋の運用についても積極的な参画が必要である。関係各課の協力体制が
今後の課題である。

実績

達成率(%) 0.00

目標

0.00 0.00

総合
戦略

政策パッケージ 2 少子化・高齢化対策

根拠法令 無 指標の説明

根拠例規 有 坂井市都市公園条例、三国運動公園健康管理センター規則 指標

関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 無

目標

実績

指標

施策

0.00 0.00

基本計画 7-5 生涯スポーツの振興 国体推進課 指標の説明

事業区分 自治事務（任意的なもの） 事業種別 施設管理事業 達成率(%) 0.00 0.00 0.00 0.00

総合
計画

基本構想 7 生涯を通じて学び・育つまちづくり 所管
部局

教育委員会事務局

実績

達成率(%) 0.00

指標 目標

0.00

8,691 9,785 9,514

97.85 95.14

人
目標 0 10,000 10,000 10,000

平成26年度 平成25年

大事業 01 体育施設管理事業
指標

利用人数

保健体育費 目 3 体育施設費 評価指標 単位

中事業 01 三国運動公園健康管理センター維持管理事業
達成率(%) 0.00 86.91

指標の説明 安心で快適な施設の維持管理に対して、反映される利用者数

成
果

実績 0

平成28年度　事務事業評価シート
＜事業の名称等＞

予算 款 10 教育費 項 06 年度 平成28年度 平成27年度


